
 

 

 

 

 

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表  

 
リコール届出日：平成２３年５月３０日 

リコール届出番号 ２７４８ リコール開始日 平成２３年５月３１日 

届出者の氏名又は名称 川崎重工業株式会社  

代表取締役社長 長谷川 聰  

 

不具合の部位（部品名） ① 灯火装置（前照灯） 

② 燃料装置（燃料タンク） 

③ 電気装置（電子制御コントロールユニット、転倒センサ） 

④ 電気装置（電気配線） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

① 前照灯において、電球用電気配線及びメインハーネスの配索が不適切なた

め、電球の端子とソケットの端子が接触不良となるものがある。そのため、

そのままの状態で使用を続けると、当該端子間の電気抵抗が増大して端子

の温度が上昇することにより当該端子や電気配線が損傷し、すれ違い用前

照灯または走行用前照灯若しくは両方が不灯となるおそれがある。 

② 燃料タンクにおいて、取付け構造が不適切なため、燃料タンクと固定用ゴ

ムダンパの間に隙間が生じ、防振効果が不十分となる場合がある。そのた

め、そのままの状態で使用を続けると、振動により燃料タンク取付け箇所

溶接部に亀裂が生じ、最悪の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

③ 燃料噴射用電子制御コントロールユニット（ＥＣＵ）及び転倒センサにお

いて、ＥＣＵと転倒センサ間の電気配線の防水対策が不十分なため、洗車

時または雨天走行時の被水により水が当該電気配線内を伝わり、ＥＣＵ及

び転倒センサと電気配線の接続部に浸入する場合がある。そのため、その

ままの状態で使用を続けると、当該接続部の端子が腐食して導通不良とな

り、最悪の場合、エンジンが停止するおそれがある。 

④ ＥＣＵに接続する電気配線において、配索が不適切なため、当該電気配線

がフレームパイプと接触する場合がある。そのため、そのままの状態で使

用を続けると、電気配線の被覆が摩耗し、芯線がフレームパイプと短絡し、

最悪の場合、エンジンが停止するおそれがある。 

連絡先：自動車交通局技術安全部審査課リコール対策室

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１  内線４２３５３ 

ｱﾄﾞﾚｽ ：http://www.mlit.go.jp 

問い合わせ先： 

モーターサイクル＆エンジンカンパニー 

品質保証本部 ＴＥＬ 078-921-1421 



改善措置の内容 ① 全車両、電球の端子を点検し、損傷している場合は電球を新品と交換する。

また、前照灯の電球用電気配線を対策品と交換すると共に、その接続部後

方にガードを追加する。 

② 全車両、燃料タンク取付け箇所溶接部を点検し、燃料にじみまたは漏れが

ある場合はタンクを新品と交換する。また、全車両、タンクの固定用ゴム

ダンパを新品に交換するとともに、カラー、ボルトを対策品と交換する。

更に、タンクの保持用ゴムダンパとタンク底板との隙間を点検し、隙間に

応じた保持用ゴムダンパをタンク底板に追加して貼り付ける。 

③ 全車両、ＥＣＵ及び転倒センサと電気配線の接続部の端子を点検し、腐食

がみられる場合は、ＥＣＵまたは転倒センサを電気配線と共に、新品に交

換する。また、接続部に浸入した水による腐食を抑制するため当該接続部

にグリスを塗布する。 

④ 全車両、当該電気配線を点検し、損傷があるものは補修を行う。また、Ｅ

ＣＵ取付けブラケットを対策品に交換し、当該電気配線に保護カバーを追

加する。 

不具合件数 ① １６件 

② ６件 

③ ４件 

④ １件 

事故の有無 無し（①から④の全て） 

発見の動機 ①、②、③ 市場からの情報による。 

④ 海外市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知さ

せるための措置 

・ 使用者：ダイレクトメールで通知する。 

・ 自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 
・ 改善実施済車には、ステアリングヘッドパイプの車台番号打刻位置付近に

No. ２７４８のステッカーを貼付する。 
 

  

車 名 型 式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号(ｼﾘｱﾙ番号)の 

範囲及び製作期間 

リコール対

象車の台数
備 考

カワサキ JBK-LX250S KLX250 LX250S-A00072 ～ LX250S-A09498 

平成 20 年 1 月 26 日～平成 23 年 4 月 27 日 

2,009 

 

カワサキ JBK-LX250V D-TRACKER X LX250V-A00030 ～ LX250V-A05229 

平成 20 年 1 月 26 日～平成 23 年 4 月 29 日 

2,827 

 

  

(計 2 型式) 

 

(計 2 車種) 

（製作期間の全体の範囲） 

平成 20 年 1 月 26 日～平成 23 年 4 月 29 日 

 

4,836 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


